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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　雄型と雌型とを有する互いに嵌合可能な嵌合具において、雄型側と雌型側との非開封側
フランジ部分の先端部が接合された接合部分を有し、接合部分とフランジ部分との間に突
起状物を有し、接合部分の厚さが１０μｍ以上１００μｍ以下であり、かつ突起状物の厚
さが２００μｍ以上２ｍｍ以下であり、かつ接合部分の厚さはフランジ部分の厚さより薄
く、突起状物の厚さはフランジ部分の厚さより厚いことを特徴とする嵌合具。
【請求項２】
　請求項１に記載の嵌合具を袋体に融着し、製袋してなることを特徴とする嵌合具付包装
用袋体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内容物が液物であっても消費者が使用するまで嵌合具の開封側に液漏れする
ことなく、また内容物を取り出す際には接合部分を容易に切り離して袋体を開封すること
ができ、開封後は繰り返し嵌合及び再開封可能な嵌合具及び嵌合具付包装用袋体に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　袋の開封部に雄、雌よりなる一対の嵌合具を設けることにより、開閉自在とした嵌合具
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付包装用袋体が、食品、薬品、雑貨等多くの分野で使用されている。しかしながら内容物
の流動性が高い場合、嵌合具の密封性だけで完全に防止することはできなかった。そこで
完全に内容物の流出を防止したい場合、嵌合具と原反フィルムとの間に易剥離性フィルム
を設けたり、嵌合具又は原反フィルムに易剥離層を設けたりして、嵌合具の非開封側にさ
らに易剥離性の接合部を設ける、といった対応をしていた。
【０００３】
　易剥離性の接合部を設けて内容物の流出を防止する方法が開示されているが（例えば、
特許文献１参照。）、易剥離性部分のサイドシール部分は、その他のサイドシール部分よ
りもシール強度が弱いという欠点がある。
【特許文献１】特開平１１－２８５５１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、内容物が流動性の高い物質であった場合でも、嵌合具の非開封側にさ
らに易剥離性の接合部を設けるといった対応を必要とすることなく、内容物の流出を防止
でき、また袋体を開封して内容物を取り出す際に、容易に接合部分を切り離すことができ
、さらに繰り返し密封、開封できる嵌合具及び嵌合具付包装用袋体を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者等は、前記課題を解決するために鋭意検討した結果、雄型側と雌型側との非開
封側フランジ部分の先端部が特定の厚さによって接合されており、接合部分とフランジ部
分の間に特定の厚さの突起状物を設けることにより、前記課題を解決できることを見出し
、本発明を完成するに至った。
【０００６】
すなわち本発明は次のとおりである。
　（１）雄型と雌型とを有する互いに嵌合可能な嵌合具において、雄型側と雌型側との非
開封側フランジ部分の先端部が接合された接合部分を有し、接合部分とフランジ部分の間
に突起状物を有し、接合部分の厚さが１０μｍ以上１００μｍ以下であり、かつ突起状物
の厚さが２００μｍ以上２ｍｍ以下であり、かつ接合部分の厚さはフランジ部分の厚さよ
り薄く、突起状物の厚さはフランジ部分の厚さより厚いことを特徴とする嵌合具。
　（２）袋体に（１）に記載の嵌合具を融着し、製袋してなることを特徴とする嵌合具付
包装用袋体。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の嵌合具及び嵌合具付包装用袋体は、内容物が流動性の高い物質であった場合で
も、内容物の流出を防止でき、また袋体を開封して内容物を取り出す際に、容易に接合部
分を切り離すことができるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　図１は、嵌合状態にある本発明の嵌合具の一例を概略図で示したものである。
　図２は、本発明の嵌合具の一例を概略図で示したものである。
　図３は、本発明の嵌合具付包装用袋体の一例の正面図を示したものである。
　図４は、図３のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図を示したものである。
【０００９】
　本発明の雄型と雌型とを有する互いに嵌合可能な嵌合具において、雄型側と雌型側との
非開封側フランジ部分４の先端部が接合されており、その接合部分２の厚さは１０μｍ以
上１００μｍ以下であり、好ましくは２０μｍ以上８０μｍ以下であり、より好ましくは
２０μｍ以上５０μｍ以下であり、さらにより好ましくは３０μｍ以上５０μｍ以下であ
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る。接合部分２の厚さを上記のように規定したのは、１０μｍ未満では容易に接合部分２
を切り離せるが、擦れ等により接合部分２が破損したり、内容物を充填する際に、強度不
足により破損したりする為である。また、１００μｍより厚いと接合部分２の強度があり
すぎる為、容易に切り離すのは困難になるためである。
【００１０】
　本発明の嵌合具では、接合部分２とフランジ部分４の間に突起状物３が設けられており
、その突起状物３の厚さが２００μｍ以上２ｍｍ以下であり、好ましくは３００μｍ以上
１．５ｍｍ以下であり、さらに好ましくは３００μｍ以上１．０ｍｍ以下である。突起状
物３を設けたのは、接合部分２に応力集中をさせやすくするためであり、突起状物３がな
いと、接合部分２とフランジ部分４との境目が曖昧になり接合部分２を容易に切り離すこ
とができなくなるためである。突起状物３の厚さが２００μｍ未満では、接合部分２と突
起状物３との厚み差が少なく接合部分２に応力集中しにくくなる。また、２ｍｍより厚い
と突起状物３における樹脂量が多くなり過ぎてしまい、製袋でサイドシールする際に潰し
きれずに製袋不良となりやすい。また、雄型、雌型を嵌合させる際に、嵌合を阻害したり
、接合部分３を破損させてしまいやすい。
【００１１】
　本発明の嵌合具を構成する樹脂に制限はないが、ポリエチレン、ポリプロピレン等のポ
リオレフィン系樹脂が好適に用いられ、また２種以上からなる樹脂組成物であってもよい
。また、雄型、雌型の形状、本数については特に制限されず、再開閉機能を有するもので
あれば任意の形状とすることができる。
【００１２】
　本発明の嵌合具を得る方法としては特に制限はなく、押出機により溶融混練した樹脂を
金型から押出し、冷却して成形する等の公知の方法を用いることができる。
【００１３】
　また、本発明の嵌合具を袋本体たる基材フィルムに熱融着する方法により嵌合具付包装
用袋体を得ることができる。
【００１４】
　また、本発明の嵌合具及び嵌合具付包装用袋体は、乾燥物、固形物の他、カレー、おか
ゆ、たれや餡等の調味料等のような内容物が流動物及び液物の包装等にも好適に用いるこ
とができる。
【００１５】
　以下、実施例に基づき本発明の内容をより具体的に説明するが、本発明は以下の実施例
に記載された事項によってのみ限定されるものではない。
【００１６】
接合部分評価
　開封時の接合部分の切り離し性は次の方法で評価した。
　嵌合具の雄型の非開封側のフランジ部分４１及び雌型の非開封側のフランジ部分４２を
、それぞれ親指と人差し指でつかんでひっぱり、接合部分２の切り離し性能を評価した。
評価基準は以下の通りである。
　　　◎：接合部分を非常に容易に切り離すことができる。
　　　○：接合部分を容易に切り離すことができる。
　　　△：接合部分を切り離すことができるが、切り離しにくい。
　　　×：接合部分を切り離すことができない。
【００１７】
液漏れ評価
　内容物の漏れの有無の確認については次の方法で行った。幅１４０ｍｍ、長さ２１０ｍ
ｍであり嵌合部を袋の上端より３０ｍｍに配置し、１０ｍｍ幅で上端部及び横部をヒート
シールした嵌合具付包装用袋体を製袋し、この嵌合具付包装用袋体に底部より水２００ｍ
ｌを充填し、１０ｍｍ幅で底部をヒートシールした。この袋体を１ｍの高さから落下させ
液漏れの有無を確認した。評価基準は以下の通りである。
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　　　○：液漏れ無し
　　　×：液漏れ有り
【実施例１】
【００１８】
　嵌合具における材料として、エチレン・プロピレン共重合体（住友化学工業社製　住友
ノーブレン　ＦＳ３６１１）１００重量％からなる樹脂を用い、この樹脂を、口径が４０
ｍｍ、Ｌ／Ｄが２５の押出機を用いて、２１０℃にて溶融混練し、嵌合具の雄部と雌部に
接合部分を有するダイに導き、接合部分２の厚さが３０μｍ、突起状物３の厚さが３００
μｍ、フランジ部分４の厚さが１５０μｍとなるように押出し成形後、冷却水槽に導き冷
却固化させた後、巻取機にて巻き取り、嵌合具を得た。接合部分評価及び液漏れ評価の結
果を表１に示す。
【実施例２】
【００１９】
　嵌合具における材料として、低密度ポリエチレン（住友化学工業社製　スミカセン　Ｆ
４１２－１）１００重量％からなる樹脂を用いて、接合部分２の厚さが５０μｍ、突起状
物３の厚さが５００μｍ、フランジ部分４の厚さが１５０μｍとなるように押出し成形し
た以外は実施例１と同様にして嵌合具を得た。接合部分評価及び液漏れ評価の結果を表１
に示す。
【００２０】
比較例１
　嵌合具における材料として、エチレン・プロピレン共重合体（住友化学工業社製　住友
ノーブレン　ＦＳ３６１１）１００重量％からなる樹脂を用いて、接合部分２の厚さが５
μｍ、突起状物３の厚さが３００μｍ、フランジ部分４の厚さが１５０μｍとなるように
押出し成形した以外は実施例１と同様にして嵌合具を得た。接合部分評価及び液漏れ評価
の結果を表１に示す。
【００２１】
比較例２
　嵌合具における材料として、エチレン・プロピレン共重合体（住友化学工業社製　住友
ノーブレン　ＦＳ３６１１）１００重量％からなる樹脂を用いて、接合部分２の厚さが２
００μｍ、突起状物３の厚さが３００μｍ、フランジ部分４の厚さが１５０μｍとなるよ
うに押出し成形した以外は実施例１と同様にして嵌合具を得た。接合部分評価及び液漏れ
評価の結果を表１に示す。
【００２２】
　結果から次のことがわかる。すなわち本発明の条件を満足する全ての実施例は、液漏れ
がなく、開封時には容易に接合部分を切り離し、開封できた。一方接合部分の厚みが小さ
すぎる比較例１では液漏れが見られ、また接合部の厚みが大きすぎる比較例２では接合部
の切れが悪く開封性に劣るものであった。
【００２３】
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【表１】

【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】嵌合状態にある本発明の嵌合具の一例を概略図で示したものである。
【図２】本発明の嵌合具の一例を概略図で示したものである。
【図３】本発明の嵌合具付包装用袋体の一例の正面図を示したものである。
【図４】図３のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図を示したものである。
【符号の説明】
【００２５】
　１　嵌合部
　２　接合部分
　２ａ　接合部分厚さ
　３　突起状物
　３ａ　突起状物厚さ
　４　フランジ部分
　４ａ　フランジ部分厚さ
　５　嵌合具付包装用袋本体
　６　基材フィルム
　１１　開封側
　１２　非開封側
　４１　雄型の非開封側フランジ部
　４２　雌型の非開封側フランジ部
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【図３】

【図４】
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